
 

 

 

 

୰ᑿ ᑦྐ ࣭వ㔝 ᬛဢ ࣭大ఫ 道⏕

正఍ဨ ༤(工) ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲேᅵᮌ◊✲ᡤ 構㐀≀࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ◊✲セࣥター ᑓ㛛◊✲ဨ

㸦ࠛ Ⲉᇛ┴ࡘくばᕷ༡ཎ 㸧

正఍ဨ ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲேᅵᮌ◊✲ᡤ 構㐀≀࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ◊✲セࣥター ஺ὶ◊✲ဨ

㸦ࠛ Ⲉᇛ┴ࡘくばᕷ༡ཎ 㸧

正఍ဨ ಟ(工) ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲேᅵᮌ◊✲ᡤ 構㐀≀࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ◊✲セࣥター ୖᖍ◊✲ဨ

㸦ࠛ Ⲉᇛ┴ࡘくばᕷ༡ཎ 㸧

 ᖺᮾ໭ᆅ方ኴᖹὒἈᆅ㟈ࡸ ᖺ⇃ᮏᆅ㟈で

は，ᆅ㟈ࡸὠ波，斜㠃ᔂቯ等によりከくのᨭᢎがᦆ

യする⿕ᐖをཷけた ．⿕ᐖをཷけたᨭᢎをぢる

と，࣒ࢦᨭᢎᮏ体࢝ࣥ࢔ࡸーࣝ࣎ト，ྲྀ付けࣝ࣎ト

等様ࠎな部ရでᦆയしており，స用≧ἣによりᨭᢎ

の破ቯ࣓࣒ࢬࢽ࢝が異なっている．これらᨭᢎを構

ᡂする様ࠎな部ရのᦆയ࣓࣒ࢬࢽ࢝を解明するため

に，ྛ部ရの⪏ຊが評価されている例えば ，たࡲ．

これらᆅ㟈による橋ᱱ⿕ᐖをᩍカとして，タィを㉸

㐣するస用に対して，ᨭᢎ部にᦆയをㄏᑟして橋඲

体⣔が⮴࿨ⓗな⿕ᐖに⮳らないよ࠺にᦆയをデ࢖ࢨ

ࣥする方ἲおよびᦆയをㄏᑟするᨭᢎ(ᦆയไᚚᆺ

ᨭᢎ)の᳨ウが⾜われている例えば ．

 ᨭᢎྛ部ရの⪏ຊは，୺にỈᖹ方向および鉛直方

向に対して，それࡒれ評価している．しかし，ᨭᢎ

にはỈᖹおよび鉛直方向のຊが同時にస用するため，

これらのຊを同時に⪃えて評価する必要がある．

 さらに，ᦆയไᚚᆺᨭᢎをタィするためには，ᦆ

യさࡏる部ရをタ定し，かࡘᦆയさࡏる部ရとᦆയ

さࡏない部ရの⪏ຊを正確に評価した࠺えで，⪏ຊ

差をタ定することが㔜要である．

 そこでⴭ⪅らは，ᨭᢎྛ部ရにおけるຊのస用≧

ἣおよび⪏ຊをᢕᥱすることを目ⓗとした．ᮏ✏で

は，下ἅと࣋ーࢫプࣞートの㛫にྲྀり付けられてい

るභ角ࣝ࣎トを対㇟として，භ角ࣝ࣎トをᐇ㝿のᨭ

ᢎ㓄⨨にྲྀり付けたሙྜのභ角ࣝ࣎ト඲体としての

⪏ຊを㍕Ⲵᐇ㦂により᳨ウした⤖果をሗ࿌する．

 

 

ᮏ◊✲では，ᨭᢎに౑用されているභ角ࣝ࣎ト

( 㸸ᶵᲔ構㐀用Ⅳ⣲㗰)をᐇ㦂の対㇟とした．対

㇟としたභ角ࣝ࣎トの材ᩱㅖඖは に♧したとお

りである．⾲୰のᘬᙇⲴ㔜に♧したᐇᙉᗘは，࣑ࣝ

ートにより得られたデータである．なお，ᚄがࢩ

( )のභ角ࣝ࣎トのᘬᙇᙉᗘはィ測されて

いなかったため， でグ㍕されているᘬᙇᙉᗘか

ら⟬ฟした値のみ♧した．

ᮏᐇ㦂では࣒ࢦᨭᢎᮏ体のᖹ㠃ᑍἲが �

のᨭᢎを᝿定し，භ角ࣝ࣎トは に♧すよ

，に࠺ のභ角ࣝ࣎トのሙྜは ᮏ， のභ角

トのሙྜはࣝ࣎ ᮏྲྀり付けた．  

 ᮏ◊✲では および に♧すよ࠺なᐇ㦂⿦

⨨を用いた．ᐇ㦂では，࣋ーࢫプࣞート( 材)

と㍕Ⲵ἞ල( 材)をභ角ࣝ࣎トで᥋ྜし， ᇶཪ

は ᇶのἜᅽジࣕッ࢟(ᐜ㔞㸸 ，最大ࢫトロー

ク㸸 )を用いてỈᖹ方向に㍕Ⲵすることで，

᥋ྜさࡏたභ角ࣝ࣎トを破断さࡏた．なお，࣋ーࢫ

 ౑用するභ角ࣝ࣎トの材ᩱㅖඖ 

 
ͤ にグ㍕されているᘬᙇᙉᗘに断㠃✚をかけて⟬ฟ 
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のሙྜ         のሙྜ 

㸦ྛᅗのᕥഃにジࣕッ࢟をタ⨨㸧

 භ角ࣝ࣎トのྲྀり付け఩⨨

プࣞートと㍕Ⲵ἞ලの㛫には，できるࡔけ摩擦が⏕

．に，᥋ゐ㠃は☻きをかけた࠺ないよࡌ

 භ角ࣝ࣎トはࣃࣥ࢖クトࣞࣥࢳにより，ᡤ定の値

で⥾め付けた．ここで，භ角ࣝ࣎トを⥾め付ける大

きさは，࣋ーࢫプࣞートのࢿジ部がษれない大きさ

とし， は ， は とした． 

 ジࣕッ࢟にはロードセࣝをタ⨨し，㍕ⲴⲴ㔜をィ

測した．ࡲた，㍕Ⲵ἞ලにኚ఩ィをタ⨨し，㍕Ⲵ἞

ලのỈᖹཬび鉛直ኚ఩をィ測した．さらに，භ角࣎

ࣝトに⏕ࡌたࢇࡏ断ຊをᢕᥱするために，㍕Ⲵ἞ල

のභ角ࣝ࣎ト✰近ഐにひずみゲージを貼り付け，භ

角ࣝ࣎トを௓して㍕Ⲵ἞ලに⏕ࡌるひずみをィ測し

た．ྛィ測఩⨨およびྛࣝ࣎トのྡ⛠は に♧し

た㏻りである．

 

 ᮏ◊✲では，ᨭᢎ࡬のస用≧ἣの㐪いによるභ角

ト඲体の⪏ຊのኚ໬を᳨ウするために，㍕Ⲵ高ࣝ࣎

および㍕Ⲵ方向をኚ໬さࡏてᐇ㦂を⾜った． ཬ  

 ᐇ㦂ࢣーࢫ 

 

び にᮏᐇ㦂で᳨ウしたࢣーࢫを♧す．⾲୰の㍕

Ⲵ高は，࣋ーࢫプࣞートからの高さであり，ᐇ㝿の

ᨭᢎの高さを᝿定してタ定した．なお㍕Ⲵ高が

H はࢇࡏ断ຊが༟㉺したሙྜに┦ᙜする．೫ᚰ

㔞は， に♧すよ࠺に，㍕Ⲵ἞ලの୰ᚰ఩⨨から

೫ᚰした㊥㞳であり，ᐇ㦂では㍕Ⲵ἞ලの➃部とし

た．㍕Ⲵ方向は， ࡸ に♧すよ࠺に斜め㍕Ⲵ

したときの角ᗘであり，ᐇ㦂では とした．ᮏ✏

では，೫ᚰおよび斜め㍕Ⲵしていないࢣーࢫをᇶ‽

㍕Ⲵ，೫ᚰして㍕Ⲵしたࢣーࢫを೫ᚰ㍕Ⲵ，斜め方

向に㍕Ⲵしたࢣーࢫを斜め㍕Ⲵと࿧⛠する．ᇶ‽㍕

Ⲵおよび斜め㍕Ⲵでは，ジࣕッ࢟を ᇶ౑用するた

め，㍕Ⲵ἞ලのᕥྑにྲྀり付けたኚ఩ィにより，ᐇ

㦂౪ヨ体にࡌࡡりが⏕ࡌないよ࠺に┘どしながら㍕

Ⲵした． 

 ᐇ㦂では，඲てのභ角ࣝ࣎トが破断ཪはジࣕッ࢟

のࢫトロークが㝈⏺に㐩するࡲで㍕Ⲵを⾜った．得

られた⤖果から，ྛࢣーࢫにおけるභ角ࣝ࣎ト඲体

の⪏ຊをẚ㍑した．ࡲた，㍕Ⲵ἞ලより得られたỈ
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ᖹኚ఩，鉛直ኚ఩，ひずみから，භ角ࣝ࣎トにどの

よ࠺な応ຊが⏕ࡌたかィ測した．ణし，೫ᚰ㍕Ⲵと

斜め㍕Ⲵは，ひずみゲージの向きとᐇ㝿の୺ひずみ

の方向がྜっていなかったため，正しいひずみはィ

測できなかった．

 

 

 

 

はỈᖹኚ఩と㍕ⲴⲴ㔜の㛵ಀを♧したもので

ある．横軸は㍕Ⲵ἞ලのỈᖹኚ఩，⦪軸は㍕ⲴⲴ㔜

である．㍕ⲴⲴ㔜は ᇶのロードセࣝのྜィ，Ỉᖹ

ኚ఩はᕥྑのኚ఩ィのᖹᆒを♧した．なお，㍕Ⲵ高

が にࡘいては，ジࣕッ࢟のࢫトローク

㝈⏺に㐩してもࣝ࣎トが破断しなかったため，භ角

．トが඲て破断する๓にᐇ㦂を⤊஢したࣝ࣎

 ᅗより，㍕Ⲵ高が ཬび

のሙྜ，最大Ⲵ㔜は㍕Ⲵ高 に対して

ཬび ⛬ᗘప下している．㏫に破断に⮳るỈᖹ

ኚ఩は ཬび ⛬ᗘ大きくなっている．㍕Ⲵ高

が のሙྜ，最大Ⲵ㔜は にẚ࡭て

⛬ᗘప下している．なお，Ỉᖹኚ఩が におけ

る ⛬ᗘのᛴ⃭なⲴ㔜の❧ୖࡕがりは，භ角࣎

ࣝトを⥾め付けたことによる下ἅと࣋ーࢫプࣞート

㛫に⏕ࡌる摩擦のᙳ㡪と⪃えられる．

 ᮏ◊✲ではཧ⪃として，道路橋♧方᭩ にグ㍕さ

れているࢇࡏ断⪏ຊの᥎定ᘧをᇶにභ角ࣝ࣎ト඲体

の⪏ຊをḟᘧにより⟬ฟした．

   u uFF An n

ここで，Fはභ角ࣝ࣎ト඲体の⪏ຊ，Fuは で♧

したභ角ࣝ࣎ト༢体のᘬᙇⲴ㔜， uはᘬᙇᙉさ，A

は断㠃✚，nはභ角ࣝ࣎トのᮏ数である．ᮏ◊✲で

は， で♧した でᙉᗘ༊ศ のභ角ࣝ࣎トに

おけるᘬᙇⲴ㔜を用いてභ角ࣝ࣎トの⪏ຊのྜィを

求めた．その⤖果，඲体の⪏ຊは であった．

 破断ࡲでの㍕ⲴⲴ㔜の最大値とẚ㍑した⤖果，ᐇ

㦂値とィ⟬値のㄗ差は， では ， では

⛬ᗘである．୍方， では⣙ ， にな

ると⣙ となり，ィ⟬値とのㄗ差は大きくなる．

そのため，㍕Ⲵ高が高くなるとࢇࡏ断⪏ຊのみでභ

角ࣝ࣎ト඲体の⪏ຊを評価することはᅔ㞴になる．

 は，භ角ࣝ࣎ト✰近ഐの㍕Ⲵ἞ලのひずみ㔞

を♧したものである．ここでは㍕Ⲵ高が と

の⤖果を♧した．横軸は㍕Ⲵ἞ලのỈ

ᖹኚ఩，⦪軸はභ角ࣝ࣎ト✰近ഐのひずみ㔞である．

㍕Ⲵ἞ලに⏕ࡌるひずみは，භ角ࣝ࣎トを௓して㍕

Ⲵ἞ලにᅽ⦰ひずみ(㈇値)として⏕ࡌるため，ᅽ⦰

ひずみが大きい࡯どභ角ࣝ࣎トにࢇࡏ断応ຊが⏕ࡌ

ていることをព࿡している．

 ㍕Ⲵ高が のሙྜ， に♧すよ࠺に，

㍕Ⲵ㛤ጞから ⛬ᗘࡲでは㍕Ⲵഃに近いභ角ࣝ࣎

ト✰付近 にひずみが⏕ࡌている．しかし，

を㉸えた㎶りから，ひずみがప下している．୍

方，㍕Ⲵഃから㞳れた఩⨨ のひずみは，

Ỉᖹኚ఩が あたりからቑຍしている．これより，

最ึは㍕Ⲵഃのභ角ࣝ࣎トにຊが㞟୰し，そのᚋに

他のභ角ࣝ࣎トにもຊがస用すると⪃えられる．㍕

Ⲵ高が のሙྜ， に♧すよ࠺に

㍕Ⲵഃのひずみ は最大で ⛬ᗘしか⏕ࡌ

ていない．୍方，㍕Ⲵഃから㞳れた఩⨨ の

ひずみは，最大Ⲵ㔜時に 近くࡲで㐩してい

る．このィ測⤖果から，㍕Ⲵഃのභ角ࣝ࣎トにస用

したࢇࡏ断ຊは㠀ᖖに小さいと⪃えられる．

 ここで，㍕Ⲵ἞ලのひずみからࢇࡏ断ຊのྜィを

⟬ฟしてみた．ࢇࡏ断ຊは得られた㍕Ⲵ἞ලに⏕ࡌ

るひずみに㗰材のࣖࣥࢢ⋡( � )をかけ，

 ⨨の㍕Ⲵ఩ࢫーࢣྛ 

350

45°
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0

 Ỉᖹኚ఩と㍕ⲴⲴ㔜の㛵ಀ  

破断 破断

破断

破断

計算値 1418kN
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この値をභ角ࣝ࣎トにస用さࡏることで，භ角ࣝ࣎

トのࢇࡏ断応ຊᗘを⟬ฟした．なお，භ角ࣝ࣎トは

ばりを௬定しࡕプࣞート㠃をᨭ点とした∦ᣢࢫー࣋

て(㛗さはᯈཌの ，幅はࣝ࣎トᚄの ࡏ，(

．断応ຊᗘをィ⟬したࢇ

 はࢇࡏ断ຊを⟬ฟした⤖果である．横軸はỈ

ᖹኚ఩，⦪軸はひずみから⟬ฟしたࢇࡏ断ຊのྜィ

と㍕ⲴⲴ㔜である．ᅗ୰には㍕ⲴⲴ㔜の⤖果も♧し

た．⟬ฟした⤖果，୧ࢣーࢫඹにྜィしたࢇࡏ断ຊ

の最大値は，㍕ⲴⲴ㔜の最大値にẚ࡭て⣙ にな

っている．ࡲた，ᘧ から，භ角ࣝ࣎ト ᮏᙜたり

のࢇࡏ断⪏ຊをィ⟬すると に対し，ひずみか

ら⟬ฟしたࢇࡏ断ຊは最大で ⛬ᗘである．

そのため，ࢇࡏ断ຊ௨እにᘬᙇຊのᙳ㡪もあると⪃

えられる．たࡔし， に♧したよ࠺に，ᘧ で⟬

ฟしたࢇࡏ断⪏ຊのྜィと㍕ⲴⲴ㔜のㄗ差が ⛬

ᗘであったことから，඲体の がᘬᙇຊのᙳ㡪と

は⪃えられない．したがって，භ角ࣝ࣎トに⏕ࡌる

．断応ຊのල体ⓗな数値はุ定できないࢇࡏ

 ᮏ◊✲では，㍕Ⲵ἞ලの鉛直ኚ఩からභ角ࣝ࣎ト

の鉛直ኚ఩を求めた．⟬ฟした⤖果を に♧す．

ここでは，㍕Ⲵ἞ලは๛体と௬定し，㍕Ⲵ἞ලඛ➃

からྛභ角ࣝ࣎ト఩⨨ࡲでの㊥㞳のẚ⋡でභ角ࣝ࣎

トの鉛直ኚ఩を求めた．㍕Ⲵ高が のሙྜ，

最大Ⲵ㔜時でもභ角ࣝ࣎トの鉛直ኚ఩は ⛬ᗘ

である( )．୍方，㍕Ⲵ高が の

ሙྜ，最大Ⲵ㔜時における㍕Ⲵഃのභ角ࣝ࣎トは

௨ୖ鉛直方向にኚ఩している( )．

 はභ角ࣝ࣎トの破断≧ἣである．ᇶ‽㍕Ⲵ

のሙྜ，同ิࡌのභ角ࣝ࣎トの破断≧ἣは同ࡔࡌっ

たため，ここでは を♧した．㍕Ⲵ高が

のሙྜ，඲てのභ角ࣝ࣎トは࣋ーࢫプࣞー

ト㠃で破断しており，その破断㠃はᖹらである(

)．୍方，㍕Ⲵ高が になると

に♧すよ࠺に，㍕Ⲵഃである から のභ

角ࣝ࣎トの破断㠃は࣋ーࢫプࣞート㠃に対して斜め

で，かࡘⱝᖸఙびฟしたኚ形がぢられる． から

は࣋ーࢫプࣞート㠃で破断している．㍕Ⲵ高が

最大荷重時の変位

最大荷重時の変位

(㍕Ⲵ高 )

るひずみࡌ⏕ト近ഐの㍕Ⲵ἞ලにࣝ࣎ྛ 

(㍕Ⲵ高 )

載荷方向

載荷方向

 ひずみから⟬ฟした⤖果

(㍕Ⲵ高 )

(㍕Ⲵ高 )

 භ角ࣝ࣎トのࣝ࣎ト鉛直ኚ఩ 

最大荷重時の変位

最大荷重時の変位

載荷方向

載荷方向
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のሙྜ， に♧すよ࠺に

から のභ角ࣝ࣎トはỈᖹにかࡘ破断㠃付近の断㠃

は小さくなっている．なお，破断しなかった か

ら のභ角ࣝ࣎トは，ⱝᖸの᭤ࡆኚ形がぢられた．

 このよ࠺に，㍕Ⲵ高が高くなるとභ角ࣝ࣎トにస

用するຊࡸ破断≧ែはྛ఩⨨で異なる．そのため，

භ角ࣝ࣎ト඲体の⪏ຊを評価するためには，๓㏙し

たᘧ で♧したࢇࡏ断⪏ຊのみで評価するのではな

く，ᘬᙇ⪏ຊも⪃៖する必要がある．

 はභ角ࣝ࣎トのᙉᗘࡸᚄをኚえたሙྜにおけ

る㍕ⲴⲴ㔜とỈᖹኚ఩の㛵ಀである．ཧ⪃として，

の⤖果も♧した．ᅗより，㍕ⲴⲴ㔜はどのࢣ

ーࢫもࡰ࡯同ࡌᣲ動を♧している．ࡲた， のභ

角ࣝ࣎ト になると，破断した時のỈᖹኚ఩が

にẚ࡭て ⛬ᗘ大きくなっている．なお，

にࡘいては，Ỉᖹኚ఩ 付近におけるⲴ㔜の❧

よりもࢫーࢣがりが他のୖࡕ ⛬ᗘ大きくなっ

ている．භ角ࣝ࣎トを⥾め付けた大きさが， の

භ角ࣝ࣎トにẚ࡭て大きいため，下ἅと࣋ーࢫプࣞ

ート㛫の摩擦が大きくなったと⪃えられる．

 はභ角ࣝ࣎トの破断≧ἣである．

に♧したᙉᗘ༊ศ のභ角ࣝ࣎ト の破

断形≧をぢると， で♧した とࡰ࡯同

トのᙉᗘࣝ࣎破断形≧であった．ことから，භ角ࡌ

༊ศがኚわっても，භ角ࣝ࣎トの破断ᣲ動はኚ໬し

ないと⪃えられる． のභ角ࣝ࣎ト のሙྜ，

に♧したභ角ࣝ࣎トの破断≧ἣをぢると，

ジ部から破断していた．そのたࢿプࣞートのࢫー࣋

め，ࣝ࣎トᚄがኚわると，破断ᣲ動にኚ໬ཪはばら

．きがみられると⪃えられるࡘ

 

 

 は೫ᚰ㍕Ⲵ したሙྜのⲴ㔜とኚ఩

の⤖果である．横軸はỈᖹኚ఩であり，㍕Ⲵഃ(ジ

 ᐇ㦂⤊஢ᚋのࣝ࣎トの破断≧ἣ 

破断

破断

破断

 Ỉᖹኚ఩�㍕ⲴⲴ㔜の㛵ಀ( )

 ᐇ㦂⤊஢ᚋのࣝ࣎トの破断≧ἣ 
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ࣕッ࢟ഃタ⨨ഃ)でィ測したỈᖹኚ఩を♧した．⦪

軸は㍕ⲴⲴ㔜である．ࡲたẚ㍑のため，ᇶ‽㍕Ⲵ

( ㍕Ⲵ高 ㍕Ⲵ高 )の⤖果も♧し

た．なお， (㍕Ⲵ高 )における のභ角ࣝ࣎

ト， (㍕Ⲵ高 )における と のභ

角ࣝ࣎トは，ジࣕッ࢟のࢫトローク㝈⏺に㐩しても

破断しなかった．

 ㍕Ⲵ高が のሙྜ，ᇶ‽㍕Ⲵ にẚ࡭

て最大Ⲵ㔜は⣙ にప下している．㍕Ⲵ高が

のሙྜも同様にᇶ‽㍕Ⲵ にẚ

て最大Ⲵ㔜は⣙࡭ にప下している．ᇶ‽㍕Ⲵと

異なり，同ิࡌのභ角ࣝ࣎トでも同ࡌ大きさのຊが

స用していなかったと᥎定される．

 

 は㍕Ⲵ἞ලのỈᖹཬび鉛直ኚ఩の㛵ಀを♧

したものである．横軸はジࣕッ࢟タ⨨ഃのỈᖹኚ఩，

⦪軸はジࣕッ࢟なしഃのỈᖹኚ఩と鉛直ኚ఩である．

 ㍕Ⲵ高が のሙྜ，最大Ⲵ㔜のỈᖹኚ఩は，

ジࣕッ࢟タ⨨ഃでは ⛬ᗘに対し，ジࣕッ࢟なし

ഃでは ⛬ᗘであったため，㍕Ⲵ἞ලは཯時ィࡲ

わりにᅇ㌿していたと⪃えられる．最大Ⲵ㔜時の鉛

直ኚ఩は，୧ഃඹに ௨下であり㍕Ⲵ἞ලはᾋき

ୖがっていない． のභ角ࣝ࣎トが破断しなかっ

たことも⪃៖して，㍕Ⲵ἞ලはࡰ࡯ᾋきୖがらずに

のභ角ࣝ࣎トを軸として཯時ィᅇりにᅇ㌿する

ᣲ動を♧していた⪃えられる．

 ㍕Ⲵ高が のሙྜ，最大Ⲵ㔜時におけ

るỈᖹኚ఩は，ジࣕッ࢟なしഃで㈇値になっている

ため，㍕Ⲵ἞ලは཯時ィᅇりにᅇ㌿していたと⪃え

られる．鉛直ኚ఩は，ジࣕッ࢟タ⨨ഃでは ⛬ᗘ

に対して，ジࣕッ࢟なしഃでは ௨下である．

および のභ角ࣝ࣎トが破断しなかったこと

も⪃៖して，㍕Ⲵ἞ලはジࣕッ࢟タ⨨ഃがᣢୖࡕが

り，かࡘ， および 付近を軸として཯時ィᅇ

りにᅇ㌿するᣲ動を♧していたこと⪃えられる．

 ㍕Ⲵ高 のሙྜ， に♧したභ角ࣝ࣎

トの破断≧ἣをぢると，භ角ࣝ࣎トは࣋ーࢫプࣞー

ト㠃で破断しており，かࡘ破断㠃はᖹらである．し

たがって，ࢇࡏ断破断したといえる．ࡲた，破断し

なかった のභ角ࣝ࣎トをぢると，ࡰ࡯ኚ形して

いない．このことからも，このࣝ࣎トᅇりにᅇ㌿し

ていたといえる．㍕Ⲵ高が のሙྜ，

に♧すよ࠺に， のභ角ࣝ࣎トは࣋ーࢫ

プࣞート㠃に対して斜め方向かࡘⱝᖸఙびて破断し

ている．୍方， のභ角ࣝ࣎トは，࣌ーࢫプ

ࣞート㠃でᖹらに破断している．ࡲた，破断しなか

った のභ角ࣝ࣎トにはኚ形がぢられなかった．

 は斜め㍕Ⲵ したሙྜのⲴ㔜とኚ఩

の㛵ಀの⤖果である．横軸はỈᖹኚ఩，⦪軸は㍕Ⲵ

Ⲵ㔜である．ࡲたᅗ୰にはẚ㍑のためᇶ‽㍕Ⲵ

㍕Ⲵ高 ， ㍕Ⲵ高 の⤖果

も♧した．なお， のሙྜ， のභ角

トロークの㝈⏺に㐩しても破ࢫの࢟トはジࣕッࣝ࣎

断しなかった．

 ㍕Ⲵ高が における最大Ⲵ㔜は，ᇶ‽

㍕Ⲵ にẚ࡭て⣙ ప下している．㍕Ⲵ高が

では，最大Ⲵ㔜はᇶ‽㍕Ⲵ に 

破断

破断

破断

破断

 Ỉᖹኚ఩�㍕ⲴⲴ㔜㛵ಀ( ) (㍕Ⲵ高 )

(㍕Ⲵ高 )

Ỉᖹኚ఩と鉛直ኚ఩の㛵ಀ

水平変位
( ジャッキなし側 )

最大荷重時の変位
( ジャッキ設置側 )

鉛直変位
(ジャッキなし側 )

鉛直変位 (ジャッキ設置側 )

ジャッキ設置側

ジャッキなし側

最大荷重時の変位
( ジャッキ設置側 )

鉛直変位 ( ジャッキ設置側 )

鉛直変位
(ジャッキなし側 ) 水平変位

(ジャッキなし側 )

ジャッキ設置側

ジャッキなし側
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ᐇ㦂⤊஢ᚋのࣝ࣎トの破断≧ἣ  

 ᐇ㦂⤊஢ᚋのࣝ࣎トの破断≧ἣ

破断

破断

破断

 Ỉᖹኚ఩�㍕ⲴⲴ㔜㛵ಀ㸦 㸧 

 

 ᐇ㦂⤊஢ᚋのࣝ࣎トの破断≧ἣ 

載荷方向
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ẚ࡭て⣙ ప下している．

 は，ᐇ㦂⤊஢ᚋのභ角ࣝ࣎トの破断≧ἣを

♧したものである．㍕Ⲵഃに近いභ角ࣝ࣎トは，࣋

ーࢫプࣞート㠃で破断ࡏず，ᑡしୖ方の఩⨨で破断

している．ࡲた，破断したࣝ࣎トの破断㠃を確認し

たとこࢁ，破断㠃付近の断㠃が小さくなっていた．

，たࡲ に♧すよ࠺に，斜め㍕Ⲵのሙྜも㍕Ⲵ

἞ලの㍕Ⲵഃがᣢୖࡕがるよ࠺なᣲ動を♧したため

に，㍕Ⲵഃのභ角ࣝ࣎トにはᘬᙇຊのᙳ㡪が大きく

なったと⪃えられる．

ᮏ◊✲では，ᨭᢎྛ部ရにおけるຊのస用≧ἣࡸ

⪏ຊをᢕᥱすることを目ⓗとして，下ἅと࣋ーࢫプ

ࣞートの㛫にྲྀり付けているභ角ࣝ࣎ト඲体の⪏ຊ

を㍕Ⲵᐇ㦂により᳨ウした．ᮏᐇ㦂の⠊ᅖではある

が，得られた▱ぢは௨下のとおりである．

ᇶ‽㍕Ⲵ(ᨭᢎタ⨨の方向に対してᖹ⾜に㍕Ⲵ)

の⤖果，㍕Ⲵ高が ，のሙྜ(断ຊが༟㉺ࢇࡏ)

㍕Ⲵ἞ලはỈᖹに⛣動するᣲ動を♧す．そのた

め，භ角ࣝ࣎ト඲体には，୺としてࢇࡏ断ຊが

స用する．ࡲた，最大Ⲵ㔜は道路橋♧方᭩にグ

㍕されているࢇࡏ断⪏ຊの࿴とࡰ࡯等しかった．

㍕Ⲵ高が高くなると，㍕Ⲵ἞ලの㍕Ⲵഃがᾋき

ୖがりながらỈᖹ⛣動するᣲ動を♧す．このᣲ

動により，භ角ࣝ࣎トにはࢇࡏ断ຊ௨እにᘬᙇ

ຊもస用するため，㍕Ⲵ高 にẚ࡭て破断⮳る

Ⲵ㔜が小さくなる．したがって，ᨭᢎとしての

破断を評価するためには，ࢇࡏ断ຊのみで評価

するのではなく，ᘬᙇຊも⪃៖する必要がある．

೫ᚰ㍕Ⲵおよび斜め㍕Ⲵした⤖果，㍕Ⲵ἞ලは

ᖹ⾜㍕Ⲵと異なるᣲ動を♧すため，ྛභ角ࣝ࣎

トにస用するຊが異なり，඲体の破ቯᣲ動も異

なる．

トの破断㠃をぢると，㍕Ⲵ高がࣝ࣎ のሙྜは

୺にࢇࡏ断ຊがస用するため，භ角ࣝ࣎トは࣋

ーࢫプࣞート㠃でかࡘỈᖹに破断した．୍方，

㍕Ⲵ高が高くなると，破断㠃は࣋ーࢫプࣞート

㠃に対して斜め方向に破断した．ࡲた，斜め㍕

Ⲵで㍕Ⲵ高が のሙྜ，㍕Ⲵഃに近いභ角

プࣞートのୖ方でỈᖹに破断しࢫー࣋トはࣝ࣎

ていた．これらは，ᘬᙇຊのᙳ㡪が大きくなっ

たྍ⬟性が⪃えられる．

 

 ௒ᚋは，これらのデータをヲ⣽にศ析し，㍕Ⲵ≧

ἣとභ角ࣝ࣎トにస用するຊの㛵ಀをᢕᥱしࡘࡘ，

භ角ࣝ࣎ト඲体の⪏ຊを評価するᡭἲを᳨ウおよび

ᥦ᱌するண定である．

ᖹᡂ ᖺ( ᖺ)ᮾ໭ᆅ方ኴᖹὒἈᆅ㟈による道路

橋等の⿕ᐖㄪᰝሗ࿌，ᅜᅵᢏ⾡ᨻ⟇⥲ྜ◊✲ᡤ㈨ᩱ

➨ ྕ ᅵᮌ◊✲ᡤ㈨ᩱ➨ ྕ， ．

ᖹᡂ ᖺ( ᖺ)⇃ᮏᆅ㟈ᅵᮌ᪋タ⿕ᐖㄪᰝሗ࿌，

ᅜᅵᢏ⾡ᨻ⟇⥲ྜ◊✲ᡤ㈨ᩱ➨ ྕ ᅵᮌ◊✲ᡤ㈨

ᩱ➨ ྕ， ．

୰ᑿᑦྐ，Ⅳᮧ㏱，᳃ᒇᆂᘯ，ᫍ㝰㡰୍㸸ὠ波のᙳ

㡪をཷける᪤タ橋におけるᨭᢎ部の評価ᢏ⾡に㛵す

る◊✲，ᅵᮌᏛ఍ㄽᩥ㞟 (構㐀࣭ᆅ㟈工Ꮫ)，

， ， ， ．

㕥ᮌៅஓ，す⏣⚽明，ᫍ㝰㡰୍㸸⇃ᮏᆅ㟈による✚

ᒙ࣒ࢦᨭᢎの破ቯ形ែのศ析，➨ ᅇ性⬟にᇶ࡙く

橋ᱱ等の⪏㟈タィに㛵する࣏ࣥࢩジ࣒࢘ㅮ₇ㄽᩥ㞟，

， ．

大ఫ道⏕，୰ᑿᑦྐ，すᘯ明㸸橋のᦆയ࢜ࣜࢼࢩデ

の対応⟇の୍ᥦ᱌，᪥ᮏᆅ࡬による㉸㐣స用ࣥ࢖ࢨ

㟈工Ꮫ఍ㄽᩥ㞟， ．(ᥖ㍕Ỵ定)

᳃ᒇᆂᾈ，୰ᑿᑦྐ，ᫍ㝰㡰୍㸸ὠ波のᙳ㡪をཷけ

る橋に対するᦆയไᚚᆺᨭᢎのᥦ᱌，➨ ᅇ性⬟に

ᇶ࡙く橋ᱱ等の⪏㟈タィに㛵する࣏ࣥࢩジ࣒࢘ㅮ₇

ㄽᩥ㞟， ， ．

(♫)᪥ᮏ道路༠఍㸸道路橋♧方᭩࣭同解ㄝ 㗰橋࣭㗰

部材⦅， ．
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